
成 城 大 学 文 芸 学 部 創 設 7 0 周 年 記 念 事 業 レ ク チ ャ ー ＆ 討 論 会

― 写真と文芸の交わる場所 ―

14:30 - 15:20

レクチャー：澤田知子の現在地
澤田 知子 × 結城 円（写真研究者）

第一部

第二部 15:40  - 17:00

討論：見た目／演技／表現

澤田 知子
結城 円（写真研究者）

青山 裕企（写真家）

本谷 有希子（小説家・劇作家）

質疑応答 ー 閉会

司会：滝沢 明子（成城大学文芸学部准教授）

-17:30

澤 田 知 子 再
読

https://forms.gle/J8WnGa7D2kQxoEqE7

参加費は無料です。参加を希望される方は以下の
参加申請フォームより、10/17(火)までに申請ください。

本講演会についての詳細はチラシ裏面、
および以下の成城大学HP講演会ページをご覧ください。

https://www.seijo.ac.jp/events/sym231021.html
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九州大学芸術工学研究院准教授。専門は写真史・写真論、
イメージ学、比較文化論。2011〜2013年までAlfried Krupp
von Bohlen und Halbach財団「写真専門美術館キュレーター
プログラム」にてフォルクヴァング美術館、ミュンヘン市
博物館、ドレスデン国立美術館、Getty Research Instituteに
勤務。2013〜2016年までデュースブルク=エッセン大学
（独）芸術・芸術学学科講師。

2000年「劇団、本谷有希子」を旗
揚げし、作・演出を手掛ける。
『遭難、』で第10回鶴屋南北戯曲
賞、『幸せ最高ありがとうマジ
で！』で 第53回岸田國士戯曲賞、
『異類婚姻譚』（講談社）で第
154回芥川龍之介賞を受賞。著作
が海外でもさかんに翻訳され、
様々な言語で出版されている。近
年は自身の小説を舞台化する試み
にも取り組む。

1978年、愛知県名古屋市生まれ。
2005年、筑波大学人間学類心理
学専攻卒業後、上京して写真家と
して独立。2007年、キヤノン写
真新世紀優秀賞受賞。
ギャラリー・出版レーベル・オン
ラインコミュニティを運営。現在、
東京都在住。
作品『ソラリーマン』『schoolgirl
complex』『少女礼讃』など。

成安造形大学写真クラス研究生を修了、現在は同大学
客員教授であり関西学院大学の非常勤講師も勤める。
キャノン写真新世紀、木村伊兵衛写真賞の審査員をは
じめ国内外で審査員としても写真に関わる。学生の頃
よりセルフポートレイトの手法を使い作品を通して内
面と外見の関係性をテーマに作品を展開している。
2000年度キヤノン写真新世紀特別賞、2004年に木村伊
兵衛写真賞、NY国際写真センターThe Twentieth Annual 
ICP Infinity Award for Young Photographerなど受賞多数。
ニューヨーク、ロサンジェルス、ベルギー、パリ、
ウィーンなど世界中で展覧会を開催。出版物は、写真
集の他に絵本などもある。

写真家・澤田知子は1990年代にセルフ・ポートレイトシリーズで一躍注目を浴びて以来、さまざまなコンセプトでセルフ・
ポートレイトを撮り続けている。2021年には、東京都写真美術館にて国内では初めて美術館での個展が開催された。作品の一
度見たら忘れられないインパクトは強烈でありながら、繊細な印象をも与える。澤田の作品の面白さは、一見わかりやすいよ
うでいて多様な解釈を誘う点にある。作品を見る人によってまったく意図せざる解釈がうまれたり、澤田本人について必ずし
も正しくないイメージをもたれたりする、とは澤田自身も述べている。そこから本企画では、「澤田知子 再読」を目指し、澤
田作品がそれを鑑賞する人々に何を映し出しているのか、どのような物語を与えているのかを、レクチャーと討論を通して考
えてみたい。また、澤田作品の見られかたの変化を追うことで、澤田作品のアクチュアリティを探るとともに、現代社会にお
ける「見た目」のあり方を考察できればと願っている。
第一部では、写真研究者の結城円との対話を通して、澤田本人が自身の現在地を語るパートとする。第二部では、少女写真

を中心に多方面で活躍する写真家・青山裕企、さらには演劇・小説の分野からスペシャルゲストとして本谷有希子を加えて、
自由な議論を展開する。

● 本講演は事前予約制です。参加を希望される方は下の参加申請
フォームより、10/17(火)までに申請ください。

※講演中の写真撮影・録音は固くお断りいたします。

※未就学児の入場はご遠慮ください。

※参加費無料。
〒 157-8511

成城大学文芸学部 TEL 03-3482-9412

東京都世田谷区成城6-1-20

●本講演についてのお問い合わせ

●講演会特設ページ
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